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赤字は山田の事績

　明治10年代に入ると、本格的な私立法律学
校開設が社会的な要請となってきました。
東京法学社（法政大学の前身）創立をはじ
めとして、専修学校（専修大学の前身）・
明治法律学校（明治大学の前身）・東京専
門学校（早稲田大学の前身）等が次々と開
設されていきます。
　私立法律学校設立の必要性を痛感しながらも、その意を実現することが
できなかった山田でしたが、日本の伝統や文化を重んじた法学教育の実施
を計画していました。
　そのようなとき、山田顕義は、宮崎道三郎・樋山資之・末岡精一らの法
学者たちが構想する法律学校設立の計画があることを知ります。それが、
日本独自な法学理論の研究と教育を使命とする法律学校設立計画でした。
　山田の全面的な支援により、日本法律学校は、明治22年（1889）10月4
日に創設され、初代校長に金子堅太郎が就任しました。

　明治22年（1889）、司法大臣の現職のままこ皇典講究所所長に就任した山
田顕義は、皇典講究所の改革を推し進めます。山田の考える改革とは、日
本の人種・習慣・風俗・言語など国家成立の要因、すなわち国体を明らか
にするというものです。一方で山田は、司法大臣として法典整備を進める
中で、その基礎となる国典の研究の重要性を認識しており、このような国
典・国史・国法をいっしょに研究する教育機関を皇典講究所のなかに設置
しようと計画していたのです。
　山田は毎週水曜日に皇典講究所に通いましたが、ある日、司法大臣官邸
に講究所所員一同を招き「諸君は乞食しても此の事を成し上げんとの覚悟
はありや」と問いかけたといわれ、皇典講究所に期待するところが大き
かったことが伺われます。



赤字は山田の事績

　吉田松陰の松下村塾は、幕末から明治維新に活躍した人材を多数輩出し
ています。高杉晋作と久坂玄瑞は松下村塾門下でもその俊才を謳われました
が、久坂は禁門の変で敗れた際に自害し、高杉は維新を迎えることなく病で
亡くなりました。伊藤博文と山県有明は、明治期に内閣総理大臣となり、日本
の国政に大きな影響を与えました。



赤字は山田の事績

　明治７年 （1874）、  前司法卿江藤新平らが挙兵、 「佐賀の乱」 が勃発しまし
た。山田は、 全権を与えられた内務卿 大久保利通に随行、 福岡召募隊を指揮し
て 乱の平定に当りました。戦闘は10日余りで終結し、 政府軍が勝利しました。

幕長戦争（四境戦争）開始。高杉晋作指揮の下、　

将軍家茂の死去などにより、幕府と長州藩が休戦する。

おとべ

弘前藩が、慶応4年（1868）3月から、明治2年（1869）12月までの軍事関係文書を、日付順にま
とめたもの。全30冊あり、現在は、弘前市立図書館が所蔵している。山田は、明治元年11月5日に
青森に到着しており、ここに示したのは、翌6日の記事の一部分で、左頁に「山田市之丈と申参謀」
と記載されている。

おとべ

佐賀県立図書館が所蔵している、山田の名刺。
岩倉使節団の一員となった陸軍少将時代に作製
したと思われるが、肩書きは直訳すると「日本帝
国陸軍准将」となる。

佐賀城落城。江藤は逃れたが、4月に捕らえられ刑死。
随行する。



明治15年に山田が詠んだ漢詩「在眼天塩石狩

洲」の碑が、平成2年達布山に建立された。

おとべ

あきら
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